
出勤
登庁したら、まずは自分や上司のスケジ
ュールを確認します。その後メールを確
認しながら、優先的に進める仕事を選択
し、業務に取り掛かるようにしています。

１日のスケジュール
 （伊藤）

１日のスケジュール
 （小宮山）

9:30

出勤
登庁したら、まずはメールの確認や一日
のスケジュールを確認します。特に午前
中に済ますべき案件についてしっかり整
理します。

9:30

自治体からのヒアリング
教職員定数に関する様々な取組や課題について、
自治体からヒアリングを行います。自治体の状況
を伺いながら、文部科学省としても自治体に伝え
たいことを伝える重要な機会となっています。

10:30

自治体からのヒアリング
自治体からのヒアリングを小宮山係長と分担
して行っています。全国の都道府県・指定都
市の担当者とコミュニケーションがとれる貴
重な機会です。

10:30

ランチタイム
外出し虎ノ門周辺の飲
食店で食事をしていま
す。最近は、蕎麦屋に
はまっています。

12:00

ランチタイム
基本的には食堂でお昼
を済ませています。た
まに外出してお昼にす
ることもあります。

12:00

̶所属されている課及びお二人の業務内容について教えて
ください。
小宮山　私達が所属する財務課は、公立小中学校の教職員定
数（先生の数や配置）や、教職員の給与に関わる義務教育費
国庫負担金制度、学校における働き方改革を推進するための
施策に関することを主に担当しています。
中でも、私達、定数企画係では、学校の指導・運営体制の

充実を図るため、学級編制（クラスの児童生徒数の基準）や
教職員定数を今後どのように改善していくべきか検討するこ
とや、改善を図るために必要な予算の確保等の業務を担って
います。
　近年では、子供たち一人一人によりきめ細かな指導を実現
するとともに学校における働き方を推進するため、小学校の
35人学級の計画的な整備や高学年における教科担任制の段
階的な推進等に必要な教職員定数等の改善を図ることとして
います。
伊藤　私は、自治体とのやり取りを通じて、教職員定数に関
する調査や集計、問合せ対応等を主に担当しています。学校
教育には欠かせない教職員の確保と密接に関わる業務に携
わる中で、現場の声やニーズを知る機会も多く、そうした声
を全て叶えるのはなかなか困難でありながらも、着実に施策
を進めているところです。
　教員の知人も多いため、着任してから非常に思い入れが強
くなってきています。

̶普段の業務でのお互いの様子やどのようにコミュニケー
ションをとっているかについて教えてください。
小宮山　伊藤さんは2年目にしては落ち着いているなぁ、と
いうのが初めの印象でした。自治体の方とのやり取りや、上
司への説明等の普段の業務の様子をみていると、悪戦苦闘し

ながらも日々試行錯誤し頑張っているなぁと感心しています。
　また、普段は業務のことで会話をすることはもちろんです
が、それ以外の日常的なコミュニケーションも大事だと考え
ており、気軽に笑い話等もしています。（笑）
伊藤　いつも非常にフランクに接してくださるので、私も気
軽にいろいろな相談をしています。係の業務について熟知さ
れているので、仕事のやり方から制度政策の裏側まで、本当
にいろいろなことを教わっており、私も少しでも知見を広げ
られればと思っているところです。また、他の局課との関わ
りも多いことや、小宮山さんが初等中等教育局の在籍も長い
こと等から、私の交友関係も広がっております。（笑）

̶先輩職員から学んだことについて教えてください。
伊藤　どの業務もそうだと思いますが、私達が所掌する教職
員定数の世界も、非常に複雑で、かつ重要な役割を担ってい
ると感じています。こうした業務を行うに当たって、まず担
当している我々がプロフェッショナルでなければならないと
いう姿勢を持つことの大切さをいつも感じています。学校現
場への影響も大きい業務だからこそ、自分達の業務に対する
責任や向き合い方について、小宮山さんの仕事ぶりから学ば
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伊藤 拓海
I T O  T a k u m i

財務課定数企画係

令和3年入省
（行政）

係員



予算要求等の打ち合わせ
概算要求に向けて、課内で打ち合わせを行います。
教職員定数について、これまで進めていきたこと
や課題等を整理し、来年度の要求について案を提
示し、その内容を上司に説明し、指摘を踏まえな
がらより良い案となるよう議論します。

13:00

各種照会の対応
係に関連する事業について、他
課からの発注の対応や、外部団
体からの要望の対応をしてます。

13:30

自治体からの問い合わせ対応
自治体からの質問について、部下が作成し
た回答案の確認修正をしています。年間を
通すと100を超える沢山の質問が自治体か
らあります。

退庁後は時間が早ければ同僚と食事にいったりしています。
休日は調べためた情報をもとにラーメン、焼肉等を食べに
出歩いています。
平均退庁時間
繁忙期 22:00　閑散期 19:00　年間平均 20:00

15:00

自治体の報告書類の確認
各自治体から出てくる様々な調書に
ついて、記載内容や数字に誤りがな
いか丁寧にチェックします。

15:30

退庁19:00

退庁
退庁後は、基本自宅でゆっくり過ごしていますが、休
日には、なるべく外出してリフレッシュするようにし
ています。学生時代の友人をよく巻き込んでいます！
平均退庁時間
繁忙期 22:00　閑散期 19:00　年間平均 20:00

19:30

せていただいています。基本的な仕事のやり方もそうですが、
日々勉強になっています。
小宮山　伊藤さんの言うとおり責任感を持つことは非常に重
要です。これからもその気持ちを持ち続けていただけたら大
変ありがたいと思います。今後、いろんな業務に携わると思
いますが、どの局課の業務であっても当事者意識をもって今
後も取り組んでください！

̶仕事をする上で大切にしていること、意識していることに
ついて教えてください。
小宮山　スケジュール感をもって仕事をすることを心掛けて
います。自分一人で進められる業務はほとんどありません。
いつまでに、何を、誰と、を意識するようにしています。働
き方改革は私達の職場でも大きな課題であり、業務を怠ると
いうことではありませんが、効率的に業務を進めることも重
要と考えています。
　また、自分の携わる業務は、学校の先生方に大きくかかわ
る仕事であることを意識し業務に取り組んでいます。
伊藤　小宮山さんにいつも言われますが、早めの相談と、メ
リハリをつけて業務に当たることは本当に大切だと思ってい

ます。自分にできる業務もそれほど多くないので、上司に頼
る部分は頼り、自分で頑張れるところは一生懸命頑張るとい
うやり方で、仕事に取り組んでいます。ただ、実際は頼る部
分が多すぎるとは思っていますが…

̶文部科学省の魅力はどのようなものだと思いますか。
伊藤　携わることのできる行政分野の広さと、雰囲気の良さ
だと思います。教育だけではなく、科学技術・学術やスポー
ツ、文化等多岐にわたる分野を所掌しているので、今後様々
な経験ができればと思っています。また、文部科学省のアッ
トホームな雰囲気も就職活動の際に魅力を感じました。実際
に入省してからも、当時感じたものは間違いではなかったと
思っています。
小宮山　伊藤さんと重なってしまいますが、教育、科学技
術・学術、スポーツ、文化と幅広い分野を担当していること
が魅力的です。文部科学省ができる際、「未来省」という案も
若手から出されたと聞いたことがありますが、その名のとお
り、分野が幅広いだけでなく、それぞれが未来に関わるよう
な魅力的な分野だと思っています。

̶文部科学省を目指す人へのメッセージをお願いします。
小宮山　文部科学省はやりがいのある職場です。文部科学省
で一緒に働けることを心待ちにしております。
伊藤　文部科学省には、様々な分野で、様々な志を持った人
達が集まっていると思います。いろいろな刺激を受けること
のできる環境であり、年次の低いうちからやりがいのある仕
事に携わることもできます。文部科学行政のどんな分野でも
良いので、興味関心を持っていただき、目指していただけれ
ば嬉しいです。同じ職場で働けることを心待ちにしています。
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K O M I Y A M  Y u k i

財務課定数企画係長

平成21年入省
（行政）
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初等中等教育局
財務課



出勤
登庁して勤務する日は時差出勤をしてい
ます。通勤途中、メールや１日のスケジ
ュール、新聞記事等を確認します。

１日のスケジュール
 （田﨑）

１日のスケジュール
 （髙木）

9:45

出勤
通勤中に、昨晩退庁した後のメールチェ
ック、今日の業務予定を確認します。

9:30

室内打合せ
午後の関係省庁との打合せに向
けて、資料の確認や室としての
考え方をまとめます。

10:30

室内打合せ
午後の関係省庁との打合せに向
けて、ライン及び補佐、室長に
相談し、室の方針をまとめます。

10:30

ランチタイム
お昼は、気分転換を兼ねて、外へ
食べに行きます。天気の良い日は
新しいお店の開拓をしています。

12:00

ランチタイム
お昼は、１階のコンビニでパ
ンやおにぎりを買って、席で
食べるのが定番です。

12:30

̶所属されている課及びお二人の業務内容について教えて
ください。
髙木　ライフサイエンス分野の研究を推進するためには、人
の尊厳や人権に関わるような生命倫理上の問題や、遺伝子組
換え技術等に係る安全性の問題等への対応も必要になります。
生命倫理・安全対策室では、これらの問題に、法令や指針を
整備・運用していくことを通じて取り組んでいます。
　私は、室長補佐として、室長とともに当室の所掌する業務
全体を総括するとともに、人を対象とする研究の法令や指針
の整備とその運用を担当しています。人を対象とする研究に
は、人から採取された試料や、遺伝情報やカルテ情報のほか、
ヒト受精胚を用いるものがあり、内閣府、厚生労働省、経済
産業省、個人情報保護委員会事務局といった関係機関とも協
議をしながら業務を進めています。
田﨑　生命倫理・安全対策室の業務のうち、ヒト受精胚の作
成・利用等を行う基礎的研究やES細胞等を扱う基礎的研究
に関する指針の整備、またこれらに関する研究計画の確認等
を担当しています。
　これらの検討に当たっては、有識者からなる専門委員会を
運営して進めていますが、特に指針の改正案の検討において
は、関係省庁との連携・調整も重要となっています。

̶普段の業務でのお互いの様子やどのようにコミュニケー
ションをとっているかについて教えてください。
髙木　田﨑さんは育児中のため時短勤務で、週に１～２回ほ
どテレワークを活用されています。コロナ禍でテレワークに
必要なシステム環境が改善されていますので業務への支障は
ほとんどありませんが、出勤時に作業スケジュールや進め方
等を予め確認しておく等、彼女なりに工夫をされているよう
に思います。また、関係機関との協議ではかなり苦労されて
いると思いますが、責任感をもって業務に当たってくれてい
ます。
田﨑　髙木補佐は、室内の各ラインの状況を全体的に把握し

ていらっしゃり、室員が仕事に取り組みやすく、また、相談
しやすい雰囲気を作ってくださっています。
　当室の担当である生命倫理及び遺伝子組換えはコアな分
野ではあると思いますが、社会的・倫理的・科学的な様々な
側面からの検討が必要であって非常に難しいと感じることが
多々あります。そのため、補佐がディスカッションしやすい
雰囲気を作ってくださっていることは、業務遂行に当たって
非常に心強いです。
　また、室員がテレワークや休暇を取りやすいよう気にかけ
てくださっています。育児中の私も働きやすい環境を作って
くださっていて、大変ありがたいです。

̶先輩職員から学んだことについて教えてください。
田﨑　特に、髙木補佐が、様々な選択肢やケースを想定して
業務を進めていらっしゃる点は、いつも勉強させていただい
ています。
　自分では練った上で補佐に上げたつもりでも、補佐の指摘
で「あ、そういう視点が抜けていた」と気づかされることが
度々あります。
　私は視野が広い方ではないため、意識して頭を動かすくせ
をつけなければ、と気をつけるようにしています。
髙木　私も係員、係長時代、今もそうですが、自分では気づ
かなかったことはもちろん、あえて目を瞑ったことも上司に
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田﨑 美央 
T A S A K I  M i o

研究振興局ライフサイエンス課
生命倫理・安全対策室専門職

平成24年入省
（林学）

専門職



関係省庁との打合せへの同席
打合せが複数あるときは、内容の重要度や
優先度、室内打合せでの担当者の理解度に
応じて同席する打合せを判断します。

14:00

関係省庁との打合せ
午前中の室内打合せを踏まえ、
関係省庁との調整を行います。

13:30

会議資料の確認
関係省庁との打合せ結
果を踏まえた資料の修
正案を確認します。

16:00

会議資料の調整
関係省庁との打合せ結果を報告し、
資料の再検討をします。手直し後、
再度室内に確認してもらいます。

15:00

退庁
早く退庁できることが分かっている日には、映画や友人との食事
の予定を入れたりします。
平均退庁時間　繁忙期 21:00　閑散期 19:00　年間平均 20:00

20:00

退庁
保育園で子供をピックアップして帰宅。晩ご飯等の家事が一通り
終わった後、子供とトランプで遊んだりもします。
平均退庁時間 繁忙期 17:30　閑散期 16:45　年間平均 17:10

17:10

鋭く指摘され、とても勉強になった経験があります。
　当室の業務は、規制行政にあたるため、規制を設ける理由、
あるいは設けない理由をきちんと説明できるように意思決定
をしていく必要があります。そのことを念頭に、なるべく、
一歩引いた視点、あるいは当事者とは逆の立場の視点でも考
えるようにしています。 

̶仕事をする上で大切にしていること、意識していることに
ついて教えてください。
髙木　ワークライフバランスですね。当室は育児、介護、単
身赴任等、様々な背景をもった職員がいますので、室の皆さ
んが休暇取得やテレワークでの勤務をしやすくなるように室
の運営面で意識しています。
　また、室の皆さんの業務の進め方を尊重しつつも、悩んで
いそうなときや、進捗状況が心配なときは、いつでも状況を
確認できるように、一人一人の性格を踏まえた普段からのコ
ミュニケーションの取り方に気をつけています。
田﨑　個人的な業務への姿勢としては、優先順位をつけるこ
と、そして、時間をかけるべき課題とそうでない課題を整理
した上で取り組むことを心がけています。そうすることで、
自分自身も業務ラインでも効率よく業務が行えると思います。
　また、業務ライン内でのコミュニケーションも大切に考え
ています。メールやSlackでも同僚とやり取りができますが、

執務室にいる時はなるべく会話をして相談・業務を進めるこ
とで、お互いの意見も調整しやすく且つ状況もわかるため、
みんなで１つの仕事に取り組みやすくなると感じています。

̶文部科学省の魅力はどのようなものだと思いますか。
田﨑　未来につながる研究の支援等に携われるところは魅力
だと思います。研究室における研究や国家プロジェクト等、
種類は様々ですが、その先を想像しながら業務に携わるワク
ワク感があります。
　また、所掌分野が多岐に渡るところも文部科学省の魅力の
一つです。自分が知らなかった世界に触れることができるた
め、自身の視野が広がりますし、日々新しい発見があります。
髙木　確かに、未来につながる研究に関わることができる点
は魅力です。現場で研究を進めている方々の話を伺う機会も
多いため、異動後も、これまで携わった研究が、どこまで進
展しているか、いつも気になっています。
　また、これまでいくつかの府省に出向しましたが、文部科
学省は、女性職員の割合が多く、また業務遂行の上で性別に
よる不平等が無いと感じています。

̶文部科学省を目指す人へのメッセージをお願いします。
髙木　文部科学省の所掌は幅広い分野にわたりますし、日々
進展しているため、異動のたび、たとえ同じ部署に戻ってき
た場合でも、新しい学びや発見があります。大学等で培って
きた専門知識や経験を活かして科学技術分野をはじめとする
文部科学行政に携わりたい方はもちろん、幅広く色々な分野
を経験したい方にも、新しいことが好きな方にもおすすめし
たい職場です。一緒に仕事ができる日を楽しみにしています。
田﨑　私の印象として、文部科学省は、意見が言いやすく温
かい雰囲気の職場です。我が国の科学技術に関して信念のあ
る方や興味がある方はもちろん、色々な経験をしてみたい方
にとっては、とても魅力のある職場だと思います。ぜひ、一
緒に楽しみながら仕事ができたらと思います。
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研究振興局ライフサイエンス課
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生命倫理・安全対策室



出向
留学制度
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キャリアパス

入省後は、文部科学行政における基本的な実務を経験し、実務能力、専門性、
マネジメント能力等を身に着けながらキャリアを積んでいきます。
また、個々の職員の能力・適正・経験・希望等を踏まえ柔軟に人事配置をしています。
主な活躍の場は、本省のほか、他省庁、独立行政法人、国立大学法人、教育委員会、海外機関等が想定されます。

　地方自治体や国立大学法人等の要請に応じ、都道府
県や市町村の教育委員会、知事部局、国立大学法人や
独立行政法人等への出向もあります。
　現場の教職員や研究者、文化関係者等と、教育、科
学技術・学術、スポーツ、文化を考えていく貴重な機
会となっています。

地方自治体・国立大学法人等への出向

　ボーダーレスの時代において、これからの行政に国
際的な視点を欠かすことができなくなっています。外
務省に出向して現地の大使館で外交官として勤務した
り、国際機関に派遣されて国際公務員として活躍する
という機会も設けられています。

在外公館等での海外勤務

　グローバル人材育成のための研修である人事院によ
る長期在外研究員制度をはじめとした各種留学制度の
ほか、文部科学省の留学制度として宇宙関係、原子力
関係の留学制度があります。

留学制度

　複雑・高度化する行政課題に対応するため、ものの
見方や考え方の幅を広げる必要があります。また、異
なる分野の行政に携わる人たちの交流を深める観点か
ら重要な意味を持つため、積極的に行っています。

他省庁等への出向

CAREER STORY

係員級

係長級

課長補佐級

企画官・室長級

幹部職員
●文部科学省本省でのキャリアパス

●本省以外での活躍の場

複数の業務経験を積
んで行政官としての
基本的な実務能力を
身につける。

複数の業務を経験し
つつ徐々に専門とす
べき分野を見定める。

担当する行政分野の
中核を担う者として
専門分野を中心に一
定のマネジメント能
力を発揮。

これまでの経験や適
性、人事評価を踏ま
え適任者を登用。

CAREER STORY
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これまでの経歴の簡単な紹介と一番印象に残っている業務について
　技術系の職員として、科学技術を軸としつつも、多様な業務に関わってき
ました。産学官連携、研究基盤の活用、国立研究開発法人理化学研究所の運
営支援等のほか、教育部署での理数教育の推進に関する業務や、管理部署で
の人事管理業務等にも従事しました。また、国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED）へ出向した際は、経営企画部で法人運営や組織全体の業務
のマネジメントに関わりました。職場には医療業界の方も多く、価値観も異
なる多様な方と仕事をする良い経験となり、印象に残っている業務です。

現在の業務内容、現在の役職での役割、心がけていること
　研究環境課では、研究施設・設備・機器の整備・活用等を通じた研究環境の
改善に取り組んでいます。私はその中でも、大学等にある研究設備・機器を、
特定の研究室やグループだけで使うのではなく、大学内外で広く共用して有
効活用するための取組を進めています。経験を積んだ係長として、責任をも
って一つ一つのミッションの企画・立案・運営を行うのはもちろんですが、審
議会等も活用しながら、今後の大きな施策の方向性等の検討にも取り組んで
います。

文部科学省で働くことの魅力、学生等へのメッセ―ジ
　ニュースでも目にする大きな仕事に関われるのが国家公務員の魅力だと思
います。また、教育部署の経験やAMEDへの出向のように、異動を重ねる中、
新しい環境で、新しい仕事にチャレンジしていけるのは、幅広い所掌を持つ
文部科学省ならではだと感じています。

これまでの経歴の簡単な紹介と一番印象に残っている業務について
　入省してからこれまで、文部科学省において、会計課における契約等の監
査業務、原子力関係の業務、小・中・高等学校の英語教育に関する業務、留学
生の受け入れ・派遣に関する業務、高等専門学校や大学における専門教育に関
する業務等に携わってきました。また、入省3～4年目には、国立大学に出向し、
実際の教育現場における企画立案業務に参画する機会をいただきました。
　どの業務も楽しいこと、大変なことがあり一概には言えませんが、実際の
教育現場で子供たちや学生の話を聞いて、自分たちの仕事がどのように社会
に繋がっているのかを実感できる瞬間が一番やりがいを感じます。

現在の業務内容、現在の役職での役割、心がけていること
　現在は、大学における農学や獣医学の振興に関する業務を行いつつ、専門
教育課全体の予算の取りまとめ、人事や勤務管理等の業務をしています。
　特に心がけていることは、課内の皆さんが気持ちよくスムーズに仕事がで
きる環境を作ることです。仕事をしていく中で、予算折衝や他省庁との調整等、
壁にぶつかることもあります。そんな時でもみんなが悲観的にならず、前向
きに仕事ができる、そんな職場にするのが私の今の役割だと思っています。

文部科学省で働くことの魅力、学生等へのメッセ―ジ
　自分の業務の先に、これからの社会を支える子供たちがいることを常に意
識した仕事ができることが一番の魅力だと思います。学校教育、科学技術・学
術、スポーツ、文化の振興等様々な分野を扱う文部科学省ですが、どの仕事も、
次の時代を切り開く新たな可能性に満ちたものばかりです。皆さんと一緒に
働けることを楽しみにしています！

柳瀬 貴司 Y A N A S E  T a k a s h i

高等教育局専門教育課教育振興係長

平成19年入省
平成19年  4月
平成21年  4月
平成23年  4月

平成25年  1月
平成25年10月
平成26年10月

平成27年  4月
平成29年  4月
平成30年  4月
平成31年  4月
令和  4年  4月

入省（行政）
文部科学省大臣官房会計課監査班
国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学企画課
文部科学省科学技術・学術政策局
原子力安全課放射線規制室
同　初等中等教育局国際教育課外国語教育推進室
同　初等中等教育局国際教育課外国語教育推進室企画調整係主任
同　初等中等教育局国際教育課外国語教育推進室
企画調整係長
同　高等教育局学生・留学生課留学生交流室国費留学生係長
同　高等教育局学生・留学生課留学生交流室政策調査係長
同　高等教育局専門教育課科学・技術教育係長
同　高等教育局専門教育課高等専門学校係長
現職

渡辺 隆之 W A T A N A B E  T a k a y u k i

科学技術・学術政策局研究環境課専門職
博士（物理学）

平成22年
平成22年  4月
平成23年  4月
平成24年  9月

平成25年  4月
平成26年  7月
平成27年  4月

平成29年  6月
令和元年   5月
令和  3年  5月
令和  3年10月
令和  4年  4月

入省（物理）
文部科学省研究振興局研究環境・産業連携課
同　原子力安全・保安院核燃料サイクル規制課
原子力規制委員会原子力規制庁安全規制管理官
(試験研究炉･再処理･加工･使用担当)付
文部科学省初等中等教育局教育課程課
同　初等中等教育局教育課程課専門職
国立研究開発法人日本医療研究開発機構
経営企画部総括グループ係長
文部科学省研究振興局基礎研究振興課理研係長
同　大臣官房人事課任用班任用第二係長
同　科学技術・学術政策局研究開発基盤課研究基盤整備・利用係長
同　科学技術・学術政策局研究環境課研究基盤整備・利用係長　   
現職

係長級

係長級
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これまでの経歴の簡単な紹介と一番印象に残っている業務について
　これまで、生涯学習やスポーツの振興に関する業務に携わったほか、内閣官房に
出向し構造改革特区や地方再生の業務、国立大学法人に出向し大学の業務を経験し
ました。特に、平成20年には、第1期教育振興基本計画の策定に関する業務に関わ
らせていただきました。政府として初めてとなる計画の策定に向け、職員が一丸と
なって取り組んだことが強く印象に残っています。

現在の業務内容、現在の役職での役割、心がけていること
　現在、スポーツ庁で、スポーツ施設の整備に対する補助等、学校や地域でのスポ
ーツの場づくりを推進する業務を担当しています。予算の確保や制度の設計につい
て、課長をはじめ課内の職員と議論しながら施策をまとめ、省内の他部署や関係府
省との調整等を行っています。どのようにすれば現場にとってより良い施策になる
のか、常に様々な視点にたって考えるよう心がけています。

文部科学省で働くことの魅力、学生等へのメッセ―ジ
　文部科学省や出向先で、豊かな知見や多様な考え方をもつ上司や同僚、また、障
害者スポーツの普及に取り組む大学生や、社員の生涯学習を応援する企業経営者や、
祭りで地域を活性化する自治体職員や、留学生の支援に力を注ぐ大学教員等様々な
人と出会いました。こうした出会いから得た学びが、自分の成長に繋がっていると
思っています。そして、文部科学省の仕事は、そうした様々な「人」からの学びを
活かして、「人」を陰に陽に支えることができる仕事だと思っています。文部科学省
で働いてみませんか。

これまでの経歴の簡単な紹介と一番印象に残っている業務について
　主に、宇宙・航空、原子力、防災、環境、安全管理、産業連携等の科学技術行政
に従事するとともに、教育行政も経験しました。特に東日本大震災の後、原子力発
電所事故の教訓を踏まえた新規制基準の策定や、全国の子供たちが事故のことや地
域の復興・再生に向けた努力、放射線に関する知識等について学ぶための副読本の
作成・配布に携わりました。多くの方々の御協力を得て、様々な異なる立場や御意
見の方々の話にも耳を傾けながら、基準の策定や副読本の作成を行ったことは、私
にとって大変大きな経験となりました。

現在の業務内容、現在の役職での役割、心がけていること
　現在、茨城県つくば市にある研究交流センターの施設（会議室やオフィススペー
ス）の共用を通じて、筑波研究学園都市の産学官の研究者、企業、行政の方々が相
互の交流を広げて、つくば発の新たなイノベーションを創出するための場を提供し
ています。
　私はセンターの所長として、職員や協力会社のスタッフの皆さんがそれぞれの力
を発揮できる職場環境を整備することで、施設利用者の皆さんが快適に施設を利用
いただけるよう努めています。

文部科学省で働くことの魅力、学生等へのメッセ―ジ
　文部科学省には様々な分野の最先端の科学技術に触れる機会が溢れています。地
球規模課題の解決を目指した国際活動、地域の課題を科学技術で解決するための取
組、研究環境・基盤の整備等、様々な切り口から科学技
術に関わることができます。意欲と機会があれば、教育、
スポーツ、文化に従事するチャンスもあります。日本
の未来を創る文部科学省の仕事に皆さんの柔軟な発想
と新たな視点を御提案いただき、その実現に向けて一
緒に仕事ができることを楽しみにしています。

齊藤 陽介 S A I T O  Y o s u k e

スポーツ庁参事官（地域振興担当）付参事官補佐

平成14年
平成14年  4月
平成15年  6月
平成18年  4月
平成20年10月
平成21年  4月
平成23年  4月
平成25年  4月
平成27年  4月

平成27年10月
平成29年  4月
平成30年  4月
平成30年10月
平成31年  4月
令和  2年  4月

令和  3年  4月

入省（行政）
文部科学省高等教育局私学部私学行政課私学共済室
内閣官房構造改革特区推進室
文部科学省生涯学習政策局政策課
スポーツ・青少年局企画・体育課施設係長
同　企画・体育課学校体育振興係長
文部科学省大臣官房総務課行政改革推進室法人係長
放送大学学園総務部総務課総務係長
文部科学省生涯学習政策局生涯学習推進課民間教育
事業振興室民間教育事業第一係長
（併）生涯学習政策局生涯学習推進課生涯学習推進係長
同　生涯学習政策局生涯学習推進課民間教育事業第一係長
同　生涯学習政策局生涯学習推進課庶務係長
同　生涯学習政策局政策課専門官
同　総合教育政策局政策課専門官
国立大学法人名古屋大学教育推進部教育企画課長
東海国立大学機構教育戦略部教育企画課長
（兼）国立大学法人名古屋大学教育推進部教育企画課長
現職

平田 容章 H I R A T A  H i r o a k i

科学技術・学術政策局
産業連携・地域振興課研究交流管理官
（併）研究交流センター所長

平成  7年
平成  7年11月
平成10年  ７月
平成11年10月
平成12年  2月
平成12年  4月
平成13年  1月  

平成15年10月
平成18年10月
平成21年  1月
平成21年  4月
平成23年  4月
平成24年  9月

平成25年  4月
平成27年  4月
平成28年  4月
平成30年  4月
平成31年  4月
令和  3年  4月
令和  4年  4月

入省（機械）
科学技術庁研究開発局宇宙利用課
同　原子力安全局原子炉規制課
同  科学技術政策局調査課
同  科学技術政策局調査課管理係長
同  科学技術政策局調査課情報処理係長
内閣府（政策統括官（科学技術政策担当）付
参事官（原子力担当）付主査
参議院常任委員会調査員
内閣府日本学術会議事務局企画課係長
科学技術政策研究所企画課専門職
同  企画課長補佐
内閣府原子力安全委員会事務局審査指針課安全調査官
原子力規制委員会原子力規制庁安全規制管理官
(地震･津波安全対策担当)付安全審査官
文部科学省初等中等教育局教育課程課専門官
国立研究開発法人防災科学技術研究所経営企画室主幹
同   企画部企画課長
文部科学省研究開発局環境エネルギー課課長補佐
同  研究開発局宇宙開発利用課宇宙開発連携協力推進官
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構安全管理部次長
現職

平成23年3月　大阪産業大学
にて産学連携に関する調査
（課長補佐時代）

課長補佐級

企画官・室長級
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出向・留学制度利用の職員より

出向先での業務
　国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）の世界遺産センターにおい
て、世界遺産の保護・保全等に携わる仕事をしています。世界遺産は
登録時に注目されることが多いかと思いますが、登録はスタートに過
ぎず、いかにその価値を守り伝えていくか、ということが重要です。
　私は、アジア地域の10カ国を担当しており、それらの国々や関係
専門機関、ユネスコの地域事務所等とのやりとりを通じて、定例的な
モニタリングに関する業務や様々な問い合わせに対応する等の業務に
従事しています。

出向を通して得られた経験
　日常の業務については、国際機関で働くということで、言語の違い
は勿論ありますが、仕事をする上での基本は場所を問わずに共通だと
感じており、今まで培ってきた経験が不可欠だと実感しています。
　その他、国際会議等を傍聴していると、日本にいた時には気づかな
かった、それぞれの国の事情や立場が体現されている点等を興味深い
と感じる一方で合意に至ることの難しさも目の当たりにする等、ここ
でしかできない経験が出
来ていることに日々あり
がたみを感じています。

塩川 裕子 S H I O K A W A  H i r o k o

国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）
文化局世界遺産センター アジア・太平洋課　

Junior Professional Officer
平成24年入省（行政）

出向先での業務
　歴史文化資源を活かした観光、新庁舎建設や企業版ふるさと納税等
の官民連携の推進等に関わる職員を求めたいと提示された、地方創生
人材支援制度に応募し、令和3年4月から派遣され、「飛鳥･藤原」の世
界文化遺産登録の推進業務を中心に取り組んでいます。人口は約
5,300人と小さな規模ではありますが、約90名の職員で教育委員会
を含む行政事務を担っており、一人一人の職員の所掌の広さに驚かさ
れます。

出向を通して得られた経験
　昭和57年3月、村事業で発掘調査をしていた高松塚古墳で、国内初
の極彩色の壁画が見つかり、早々に文化庁の直接管理になりました。
数年前に文化庁古墳壁画室でその管理業務を担当しましたが、今度は
地元の立場で携わることになり、文化財と地域の関わりを改めて捉え
直すとともに、今の仕事に向き合うだけでなく、自分自身にとっても
昔と今、そしてこれからを考えながら過ごしています。
　特に令和４年は、高松塚古墳壁画の発見から50周年の節目の年で、
文化庁や国営公園、文化財研究所、文化財団等官民の関係機関が、50
周年企画を立てて盛り上げていく中で、村として調整の役割を担えた
ことは、社会の財産として文化財
を守る仕事がしたいと、文部科学
省を志望した初心を思い返す機会
となりました。

作田 亜希子 S A K U T A A k i k o

奈良県明日香村　参事
平成16年入省（行政）

海外
勤務

地方自治体・
国立大学法人等
への出向

出向先での業務
　内閣府科学技術・イノベーション推進事務局（CSTI）は、科学技術
政策担当大臣の下、多種多様な科学技術イノベーション政策を行う組
織です。私が所属しているイノベーション推進担当では、主に新しい
資本主義の担い手であるスタートアップへの支援に関する業務を行っ
ています。スタートアップは、社会的課題を成長のエンジンに転換し、
持続可能な経済社会を実現するために重要な存在です。岸田政権にお
いては、令和４年をスタートアップ創出元年として、官民を挙げてス
タートアップへの支援を強化することとしており、私が所属している
部署においても、その一翼を担っています。

出向を通して得られた経験
　CSTIは、各省庁、地方公共団体、大学、民間企業等からの出向者等
で構成されており、共に同じ目標に向けて、様々な視点から業務に尽
力しています。
　私自身、スタートアップへの支援に関する業務は初めてだったこと
もあり、様々なバックグラウンドを持つ方々の意見を聞きながら業務
に従事できたことは、文部科学省に在籍しているだけではなかなか機
会のない貴重な経験となりました。
今後の業務においても、今回の出向
で気付いた多様な視点を忘れずに従
事していきたいと考えています。

新井 冴輝 A R A I  S a e k i

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局
参事官（イノベーション推進担当）付主査

平成27年入省（機械）

他省庁等
への出向

国営公園マスコットと高松塚古墳壁画
発見50周年PRでのテレビ出演

留学先での業務
　私は、文部科学省の宇宙関係在外研究員派遣制度を利用して、米国
ワシントンD.C.にあるジョージ・ワシントン大学宇宙政策研究所に留
学をしています。
　本研究所は、ホワイトハウスから徒歩10分程の距離に位置し、米
国航空宇宙局（NASA）の幹部が講演を行うなど、米国の行政、政治
に非常に近く、米国や他国の政府関係者も客員研究員として所属して
います。また、米国では宇宙政策等に関する様々なセミナーが日々開
催されており、世界中の宇宙政策関係者が訪米しています。
　講義の聴講や、宇宙政策研究所の教員、客員研究員、セミナーの他
の参加者たちとの意見交換により、宇宙政策に関する研究活動を行な
っています。

留学を通して得られた経験
　留学に来て先ず初めに、米国の宇宙開発関係者や宇宙政策を学ぶ学
生の多さを知りました。また、NASAの施設や大型ロケット打上げの
視察をとおして、これまで数字だけで把握していた日本との規模の違
いを実際に目で見たり、肌で感じたりしました。違いを目の当たりにし
圧倒されましたが、打ちのめされたというわけでは決してありません。
関係者等と意見交換をする中では、日本に対する期待も感じられ、日
本にはまだまだ伸び代があると実感しました。
　帰国後は、日本の宇宙開発を含む科
学技術分野の向上に貢献できるよう引
き続き業務にあたりたいと思います。

宮澤 淳次 M I Y A Z A W A  J u n j i

ジョージ・ワシントン大学宇宙政策研究所客員研究員
平成29年入省（電気・電子・情報）

留学
制度

半世紀振りに月を目指す大型ロケット（右奥）
及びロケット組立棟（左奥）とともに＠NASA
ケネディ宇宙センター

ユネスコに来訪された大学生
院生の皆さん、同じくユネス
コに出向中の同僚と

イノベーション推進担当の同僚と
（左から２番目が筆者）



妊娠 出産 1歳 2歳 3歳 小学校就学前

WORK LIFE BALANCE
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文部科学省では、令和3年度から令和7年度末を対象とする「文部科学省における女性職員の活躍と
職員のワークライフバランスの推進のための取組計画」を策定し、全ての職員が能力等を発揮しつつ、
誇りとやりがいを持って生き生きと働くことができる職場環境づくりに積極的に取り組んでいます。

ワークライフバランス

ICTを活用し、自宅等において勤務することができる制度
です。育児や介護を行う職員だけでなく、目的を問わずす
べての職員が簡単な手続きでテレワークができる体制が整
っています。

出産予定日の6週間前から女性職員が取得できます。

出産の日の翌日から8週間を経過する日までの期間
に、女性職員が取得できます。

妻の出産時の付き添い・入院補助等のために、男性
職員が2日以内で取得できます。

妻の産前休暇期間から産後1年までの期間に、子を
養育する男性職員が5日以内で取得できます。

子を養育するため、子が3歳に達する日まで、一定
期間休業することができます。

小学校就学前の子を養育するため、1日2時間以内で
勤務しないことが認められます。

小学校就学前の子を養育する職員、小学生の子を送
迎する職員で公務の運営に支障がないと認められる
場合は、休息時間を短縮することができます。

総勤務時間数は変えないまま、1日当たりの勤務時
間や始業・就業の時刻を自らのライフスタイルに合
わせて柔軟に設定することのできる制度です。

小学校就学前の子を看護する必要がある場合に、1
年のうち5日以内で取得できます。

テレワーク勤務

産前休暇

産後休暇

配偶者出産休暇※

育児参加のための休暇※

育児休業

育児時間

休息時間の短縮

フレックスタイム制

子の看護のための休暇

出勤を必要とする場合でも目的に限らず、1日の勤務時間
を変えずに全ての職員が始業の時間を7時から13時までの
幅広い時間帯で柔軟に設定することができます。
※令和5年1月現在は新型コロナウイルス感染症対応として、時限的に特例が設け
られており、目的に限らず利用ができます。

早出遅出勤務

●ワークライフバランスを推進する各種支援制度・取組等（一部）

※この二つの休暇を合わせて
「男の産休」とし、全府省で
　取得を促進しています。

※小学校
　卒業まで

※

出
産
し
た
女
性
は
産
後
休
暇
終
了

後
か
ら
の
取
得
と
な
り
ま
す
。

WORK LIFE BALANCE



50.0% 66.7%

　私にとって子供と過ごす毎日は、職場で過ごす日々とはまた違う刺激や
発見で溢れています。毎日のようにできることが増えていく我が子の成長
を傍で感じ、これまで接点のなかった人達との繋がりが増える中で、自分
自身の視点が子供を起点にして新しい方向に広がっていると感じています。
　妊娠中は体調が思い通りにならない時期もありましたが、上司や周囲の
方の理解もあり、体調に合わせてテレワーク等の制度を利用しつつ働くこ
とができました。復帰後も育児休業中に得た新たな視点を活用しながら、
仕事と育児の両輪でパワフルに日々を過ごしていきたいです。
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令和2年度より、政府全体の方針として、男性職員による育
児に伴う休暇・休業の取得を促進する取組を進めています。
文部科学省においては、令和7年度末までに男性職員の育児
休業取得率を30％以上にすること、また、配偶者出産休暇
及び育児参加のための休暇（「男の産休」）について、令和７
年度末までに該当する全ての男性職員があわせて5日以上取
得することを目標に、職員への働きかけ等の様々な取組を
行っています。

阿久澤 和穂 A K U Z A W A  K a t s u h o

大臣官房人事課給与班専門職
平成23年入省（電気・電子・情報）

育児
休業

　子供の出産日の前後は、特別休暇等を利用し7日間のお休みをいただく
ことで、産前産後のサポートに徹しました。その後は、テレワークや時差
出勤といった制度を利用することで、帰りが遅くなることもなく、育児に
も積極的に参加できています。上司からも、「政府全体の取組である年間
30日以上の育児に伴う休暇の取得を計画的に実施するように」と、家庭と
仕事の両立を応援していただき、家族と共に充実感のある日々を送ること
ができています。

福島 一生 F U K U S H I M A  I s s e i

高等教育局大学教育・入試課大学設置室主任
平成30年入省（行政）

男の
産休

9:30～18:15（週5日登庁）

8:00～16:45（週3日登庁／2日テレワーク）

文部科学省における男性職員の取得状況（令和3年度）

※内閣人事局「国家公務員の育児休業等の取得状況のフォローアップ」より

勤務時間

制度利用前

制度利用後

男性職員の育児に伴う休暇・休業の取得の推進

育児休業 男の産休


